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川川~金木だより ② 

永年勤続従業員を表彰 

事業所発展の礎 

!
 

ト
今
会
長
よ
り

記
念
品
を
受
け

る
沢
田
嘉
昭
さ
ん
 

ト事くノ冬危 r" じ糞ゲ’，少、羊 今
年
度
の
永
年
勤
続
従
業
貝

の
表
彰
式
が
十

一
月
三
日
、
町

商
工
会
館
に
多
数
の
出
席
の
も

と
開
か
れ
た
。
 

こ
の
表
彰
は
金
木
町
商
工
会

に
加
盟
し
て
い
る
事
業
所
を
対

象
に
、
永
年
各
事
業
所
の
発
展

は
も
と
よ
り
、
金
木
町
経
済
の

発
展
高
揚
に
も
寄
与
し
て
い
る

従
業
貝
の
方
々
を
表
彰
激
励
す
 
 る

も
の
で
、
平
成
三
年
度
は
百

三
十
六
名
の
方
が
対
象
と
な
っ

た
。
 

始
め
に
今
誠
康
町
商
工
会
長

が
 
「町
の
商
店
会
な
ど
も
近
年

厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
町
発

展
の
た
め
、
地
元
業
界
発
展
の

た
め
、
今
後
と
も
皆
様
の
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
た
い
」
 
とあ

い
さ
つ
、
続
い
て
田
中
勇
治
町
 
 長

が
 
「行
政
と
し
ま
し
て
も
今

の
厳
し
い
状
況
に
は
今
後
、
手

を
差
し
の
べ
て
い
き
た
い
。
受

彰
者
に
は
心
か
ら
お
め
で
と
う

と
申
し
上
げ
ま
す
」
と
祝
辞
を

述
べ
た
。
 

表
彰
式
の
あ
と
受
彰
者
を
代

表
し
て
、
又

一
製
材
脚
に
四
十

五
年
以
上
勤
務
さ
れ
て
い
る
沢

田
嘉
昭
さ
ん
が
 
「今
後
と
も
ま

す
ま
す
仕
事
に
精
励
し
、
社
会

に
貢
献
し
て
い
く
覚
悟
で
す
」
 

と
謝
辞
を
述
べ
閉
会
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
 

四
十
五
年
以
上
 

沢
田
 
嘉
昭
（
又
一
製
材
脚
）
 

四
十
年
以
上
 

山
崎
惣
太
郎
（
又
一
製
材
脚
）
 

一」
十
五
年
以
上
 

伊
南
 
せ
つ
（
入
プ
そ
ば
や
）
 

高
橋
 
文
彦
 

（
慈
仁
会尾
野
病
院
）
 

三
十
年
以
上
 

笹
木
 
昭
治
 

（
はま
け
い
新
岡
商
店
）
 

田
中
 
徳
雄
（
又
一
製
材
脚
）
 

津
島
 
智
麿
 

（
脚
松
山
呉
服店
）
 

津
島
 
修
治
（
日新
木
材
脚
）
 

高
橋
 
玲
子
 

（
慈仁
会
尾
野
病
院
）
 

中
元
 
久

（
同
）
 

今
 
兼

雄
 
 

（
菓子
司
松
し
ま
）
 

ニ
十
五
年
以
上
 

伊
藤
 
キ
ヌ
 

（
第
一
生
命
金
木
支
部
）
 

今
 

達
治
 

（
金
木れ
ん
ば
い
市
場
）
 

成
田
 
和
子
 

（
司長
内
呉
服
店
）
 

ニ
十
年
以
上
 

岡
田
テ
イ
子
 

（
園
木村
製
材
所
）
 

工
藤
ト
モ
子
 

（
慈仁
会
尾
野
病
院
）
 

桑
田
 
照
枝
 

（
園
大
橋製
材
所
）
 

十
五
年
以
上
 

黒
滝
 
ク
ニ

（
斜陽
館
）
 

小
松
 
正
義
（
開
舛甚
建
設
）
 

田
中
け
い
子
（
京
染
の
白
川
）
 

三
上
 
義
視
 

（園
大
橋
製
材
所
）
 

桑
田
 
重
雄

（
同
）
 

川
島
 
登

（
卿
開
発
興業
）
 

田
中
 
ョ
シ
 

（
マ
ルタ
ケ
家
具
セ
ン
タ

ー
）
 

大
橋
の
り
子
（
脚
あき
も
と
）
 

三
上
 
光
子
 

（
開
白兼
ス
ト
ア
）
 

白
取
 
常
子
 

（慈
仁
会
尾
野
病
院
）
 

工
藤
 
サ
ダ

（
同
）
 

今
 
久

子

（
同
）
 

中
村
 
律
子

（
同
）
 
 

田
村
 
輝
夫
 

（
菓子
司
松
し
ま
）
 

十
年
以
上
 

其
田
た
き
子
 

（
白百
合
美
容
室
）
 

松
橋
 
隆
 

（
鳳
松堂
松
橋
造
花
店
）
 

尾
野
 
武
平
（
卿
白
川
運
送
）
 

山
中
き
み
え
（
開
舛甚
建
設
）
 

中
谷
 
恵
子
（開
あ
き
も
と
）
 

長
尾
 
サ
ダ

（
同
）
 

松
川
ハ
ル
エ
 

（
開
白兼
ス
ト
ア
）
 

秋
谷
 
順
子
 

（
慈仁
会
尾
野
病
院
）
 

五
年
以
上
 

十
文
字
千
寿
子
 

（
田
中哲
尋
司
法
書
士
事
務
所
）
 

葛
西
久
美
子
 

（
第
一
生
命
金
木
支
部
）
 

佐
々
木
茂
子

（
同
）
 

加
賀
田
光
洋
（姻
津
島
建
設
）
 

片
山
フ
ジ
ェ
（脚
津
軽
木
材
）
 

三
上
 

勲

（
同
）
 

工
藤
 
照
光
（
卿
愛
工電
気
）
 

松
尾
 
淳

一
 

（
園
ス
ー
パー
な
り
た
）
 

桜
庭
ゆ
か
り
（
同
）
 

鈴
木
 
十
蔵
（同
白
川
運
送
）
 

沢
田
富
士
子
（
浜
田
精
米
所
）
 

伊
藤
 
弘
子
 

（
金
木れ
ん
ば
い
市
場
）
 

江
良
 

一
 

(
 



平
成
四
年
の
金
木
町
合
同
厄
 
昭
和
三
十

六
年
四
月
一
日
生
 
＠
申
込
締
切
 

払
い
を
次
に
よ
り
開
催
い
た
し
 
＠
会
 
費
 
平
成
三

年
＋
二
月
＋
日
 

ま
す
の
で
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
 

男
 
一
二
、
〇
〇
〇
円
 
＊
嘉
瀬

・
喜
良
市
地
区
の
対
象
 

せ
の
上
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。
 

女
 
一
〇
、
〇
〇
〇
円
 
者
の
参

加
も
受
け
付
け
て
お
り
 

⑥
日
 
時
 

（
写
真代
を
含
む
）
 

ま
す
。
 

平
成
四
年
一
月
七
日

（
火
）
 
⑥
申
 
込
 

＠
場
 
所
 
銀

行
へ
の
会
費
振
込
と
同
 

金
木
町
中
央
公
民
館
 

時
に
申
込
と
い
た
し
ま
す
。
 

金
木
町

合
同

厄
払

い
開

催
 

＠
対
象
者
 
＠
振
込

先
 

男
 
平
成
四

年
金
木
町
合
同
厄
払
 

昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日
、
 
発
起
人
 

代
表
 
対
馬
 
豊
 

昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
生
 

青
森
銀
行
金
木
支
店
 

女
 
普
通
口
座
 

昭
和
三
十
五
年
四
月
二
日

ー
 

q
u4

‘〔乙
1
1
0
 

発
起
人
代
表
 
対
馬
 
豊
 

丑
（
自
宅
）
5
2
1
3
3

4
7
 

廿
（
会
社
）
5
3
1
3
6
3
6
 

会
計
 
中
野
 
博
之
 

丑
（
自
宅
）
5
3
1
2
6
3
6
 

雪
（
役
場
）
5
3
1
2

1
1
1
 

御
存
知
で
し
ょ
う
か
？
・
《婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
》
 

（脚
白
兼
ス
ト
ア
）
 

豊
川
喜
久
江

（
同
）
 

古
川
 
キ
エ
（
同
）
 

津
島
と
し
子
（
同
）
 

古
山
 
裕
美

（
同）
 

小
野
 
隆
司
 

（
津
軽
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
脚
）
 

木
下
 
一
友
（
同
）
 

木
村
 
清
悦
（
同
）
 

木
村

一
二
三

（
同
）
 

今
 
三
千
年
（
同
）
 

秋
元
 
敬
子

（
同
）
 

伊
丸
岡
恵
美
子
（
同
）
 

菊
地
栄
江
子

（
同
）
 

今
 
久
美
子
（
同
）
 

今
 
よ
し
子
（
同
）
 

斉
藤
 
祥
子
（
同
）
 

西
村
キ
ョ
エ

（
同
）
 

松
川
 
君
江

（
同
）
 

柳
谷
ひ
で
子

（
同）
 

山
中
 
秀
子

（
同）
 

今
 
ち
か
子
（
同
）
 

米
谷
 

悟
（
同
）
 

鳴
海
 
静
子
（
同
）
 

宮
崎
 
佳
子
（
同
）
 

秋
元
 
直
子
 

（
慈
仁
会尾
野
病
院
）
 

芳
賀
 
芳
子

（
同
）
 

成
田
 
典
子

（
同
）
 

加
藤
 
安
子
（
同
）
 

片
山
喜
代
寿
（
同
）
 

田
中
美
由
紀

（
同
）
 

三
年
以
上
 
 

斎
藤
い
ち
子
 

（卿
ス
ー
パ
ー
な
り
た
）
 

山
本
フ
ミ
子

（
同
）
 

佐
々
木
日
佐
子
 

（角
田
靴
ス
ポ
ー
ツ
店
）
 

沢
田
ヒ
デ
子
 

（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
神
島
）
 

古
川
 
松
子

（
同
）
 

櫛
引
カ
ツ
子
（
同
）
 

工
藤
 
昭
子
 

（
同
セイ
セ
イ
薬
局
）
 

木
村
真
佐
子
（
金
木
書
店
）
 

加
藤
 
明
美
 

（
さ
か
り
美容
室
）
 

工
藤
真
里
子
（
脚
あ
き
も
と
）
 

沢
田
 
信
子
 

（
開
白
兼
ス
トア
）
 

内
海
 
昭
子

（
同
）
 

塚
本
栄
利
子
 

（
津軽
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
脚
）
 

外
崎
 
香
織

（
同
）
 

今
 

ツ
サ
（
同
）
 

藤
元
 
政
江

（
同
）
 

黒
川
 
洋
子
（
同
）
 

伊
丸
岡
愛
子
（
同
）
 

内
海
美
根
子

（
同
）
 

加
藤
千
恵
子
 

（脚
金
木
自
動
車
学
校
）
 

伊
藤
 
清
子
 

（
慈
仁
会尾
野
病
院
）
 

近
村
 
敦
子

（
同
）
 

野
宮
 
茂
子
（
同
）
 

五
＋
嵐
毒
子

（
同
）
 

当
セ
ン
タ
ー
は
、
仕
事
に
就

き
た
い
女
性
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
 

相
談
・
あ
っ
せ
ん
 

▼
婦
人
の
就
業

（
再就
職
）
に

つ
い
て
の
相
談
 
も

う
一
度
あ
な
た
の
能
力
を
生

▼
雇
用
・
パ

ー
ト
希
望
者
に
は
 

か
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

技
術
を
習
得
さ
せ
、
職
業
安
 

せ
ん
か
。
 

定
所
に
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。
 

〔
科
目〕
 

▼
家
庭
内
で
働
き
た
い
人
に
は
 

▼
家
外
就
業
向
け
講
習
 

内
職
の
実
技
を
習
得
さ
せ
、
 

経
理
事
務
、
販
売
、
P
O
P
 

希
望
す
る
事
業
所
及
び
内
職
 
家
事
介

護
サ
ー
ビ
ス
、
調
理

グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。
 

等
 

午
前
九
時
ー
午
後
四
時
ま
で

五
所
川
原
市
新
町
三
三
ー
一

五
所
川
原
市
 

働
く
婦
人
の
家
内
 

電
話
三
五
ー
八
八
九
八

婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ

ー
 

五
所
川
原
駐
在
所
 

相
談
貝
 
佐
々
木
明
子
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田
中
 
文
子
 

（
サ
ン
 
 モ
ー
ド
金
木
）
 

米
塚
 
テ
ツ
 
（
同）
 

木
村
 
悦
子
 
（
同）
 

今
 
美

子
 
（
同）
 

白
瀬
 
節
子
 
（
同）
 

長
尾
ひ
で
子
  
（
同
）
 

山
中
け
い
子
  
（
同
）
 

原
田
わ
か
子
  
（
同
）
 

岡
田
と
も
子
  
（
同
）
 

小
松
 
節
子
 
（
同）
 

成
田
 
幸
子
 
（
同）
 

工
藤
 
梅
美
  
（
同
）
 

棟
方
せ
つ
子
  （
同
）
 

奈
良
 
英
子
 
（
同）
 

秋
村
 
京
子
  
（
同
）
 

黒
川
真
由
美
  （
同
）
 

荒
関
 
礼
子
  
（
同
）
 

古
川
 
つ
ぐ
  
（
同
）
 

土
岐
 
京
子
  
（
同
）
 

成
田
 
克
子
  
（
同
）
 

松
川
年
美
子
 
（
同）
 

米
谷
 
チ
エ
 
（
吉
崎
縫
製
）
 

工
藤
 
文
子
 
（
同）
 

川
口
八
重
子
  
（
同
）
 

阿
部
 
富
子
 
（
同）
 

荒
関
き
み
子
 
（
同）
 

山
中
 
憲
子
 
（
同）
 

徳
田
真
佐
子
  
（
同
）
 

秋
元
み
ち
子
  
（
同
）
 

田
中
 
遺
子
 
（
同）
 

工
藤
 
雪
子
 
（
同）
 

技
術
講
習
 
▼
家
内

就
業
向
け
講
習
 

婦
人
の
就
業

（
再就
職
）
に
 
編
物
、

刺
し
ゆ
う
、
和
裁
、
 

は
、
技
術
を
必
要
と
す
る
も
の
 
こ
ぎ

ん
等
 

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

＠
お
問
い
合
わ
せ
は
 

技
術
や
知
識
を
身
に
つ
け
、
 

毎
週
月
ー
金
 



国
立
宮
古
海
員
学
校
生
徒
募
集
 

金
木
南
中
学
校
書
道
部
 

私
達
、
南
中
書
道
部
は
、
男

子
一
名
、
女
子
三
名
、
計
四
名

で
す
。
全
員
二
年
生
で
す
。
 

私
達
が

一
年
生
の
時
は
、
美

術
部
と
書
道
部
が

い
っ
し
ょ
に

部
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
美
術
部

の
三
年
生
の
先

輩
が
部
活
を
や
め
て
か
ら
、

一
一

年
生
の
先
輩
が
さ
ぼ
る
よ
う
に

な
り
、
結
局
、
 一
年
書
道
部

の

私
達
だ
け
が
部
活
動
に
出
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
 

二
年
生
に
な
っ
て
、
新
入
生

に
部
活
を
紹
介
す
る
日
が

近
づ

い
て
き
た
た
め
、
新
し

い
部
長

を
き
め
よ
う
と
し

て
い
た
時
、
 

人
数
が
少
な
い
こ
と
と
、
顧
間

の
先
生
が

い
な
い
と
い
う
こ
と

を
理
由
に
、
廃
部
に
す
る
と
い

う
知
ら

せ
を
聞
き
ま
し
た
。

私
 
 達

は
、
な
ん
と
か
部
を
残
し

て

も
ら
お
う
と
先
生

方
に
お
願
い

し
ま
し
た
。
初
め
は
断
ら
れ
ま

し
た
が
、
何
度
も
お
願
い
し
た

た
め
、
新
入
生
を
入
部
さ
せ
な

い
と
い
う
条
件

つ
き
で
、
部
を

残
し
て
く
れ
る
と
い
う
答
え
を

も
ら
い
ま
し
た
。
 

今
は
、
顧
間

の
泉
谷
先
生
の

も
と
で
、
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
 

一
人
、
 一
日
十
枚
の
練
習
を
目

標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
展
覧

会
な
ど

に
も
出
品
し
、

よ
い
成

績
を
と
っ
て
い
ま
す
。
部
員
が

四
人
と
い
う
小
さ
な
書
道
部
で

す
が
、
卒
業
す
る
ま
で
、
ず
っ

と
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
 

金
木
南
中
学
校
 
書
道
部

部
長
 
二
年
 
鎌
田
幾
美
 
 

一
、
概
要
 

修
業
年
限
三
年
の
船
貝
教
 

育
機
関
 

ニ
、
募
集
人
員
 

本
科
 
四
十
名
 

受
験
資
格
 

中
学
校
卒
業
者
 

（
卒
業
見
込
を
含
む
）
 

願
書
受
付
 

平
成
四
年
一
月
九
日

（
木
）
 

ー
平
成
四
年
二
月
五
日

（
水
）
 

入
学
試
験
日
 

国
民
年
金
に
は
、
三
つ
の
基

礎
年
金
と
国
民
年
金
独
自

の
給

付
が
あ
り
ま
す
。
 

☆
三
つ
の
基
礎
年
金
 

●

老
齢
基
礎
年
金
 

国
民
年
金

（
保
険
料
を
納
め
た

期
問
と
免
除
さ
れ
た
期
間

）
や

厚
生
年
金
な
ど
に
事
十
五
年
以

上
加
入
し
た
人
が
、
六
十
五
歳

に
な
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ
ま

す
。
 

た
だ
し
、
二
十
歳
か
ら
六
十

歳
ま
で

の
四
＋
年
間
が
、
国
民

年
金

の
保
険
料
を
納
め
た
期
間

や
厚
生
年
金
な
ど
の
期
間
で
満

た
さ
れ
て
い
な
い
と
満
額

に
な
 
 

平
成
四
年
二
月
九
日

（
日
）
 

午
前
九
時
開
始
 

筆
記
試
験
科
目

国
語

・
数
学
・
英
語
 

問
合
せ
 

宮
古
海
員
学
校
教
務
課
 

〒

0
2
7
 

岩
手
県
宮
古
市
 

磯
鶏

一
ニ
ー
四
八
ー
一
一
 

容

（
〇
一
九
三
）
 

六
一
一ー
五
三

一
」ハ
 

リ
ま
せ
ん
。
 

●

障
害
基
礎
年
金
 

国
民
年
金

の
加
入
者
が
、
 
一

級
ま
た
は
二
級
の
障

害
の
状
態

に
該
当
す
る
障
害
者

に
な
っ
た

と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
二
十
歳
前
に
同
様
の

障
害
者
に
な
っ
た
人
に
も
、
障

害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

●

遺
族
基
礎
年
金
 

国
民
年
金
の
加
入
者
ま
た
は

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ

る

人
が
死
亡
し
た
と
き
に
、
そ
の

人
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
た
、
子

（
十
八
歳
未
満
）
 

の
あ
る
妻
ま
た
は
子

（
十
八
歳
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こ
ん
な
と
き
・
こ
ん
な
年
金
 



金
木

中
学

校
茶
道
部
 

金
木
中
学
校

の
茶
道
部
は
、
 

八
人
の
部
貝
で
す
。
主
に
礼
儀

作
法
や
、
そ
れ
を
生
か
し
た
お

点
前
を
練
習
し
て
い
ま
す
。
 

お
点
前
と
い
う
の
は
、
最
初

か
ら
最
後
ま
で
決
め
ら
れ
た
順

序
、
作
法
を

ー
つ
ー
つ
て
い
ね

い
に
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
も

の
で
す
。
そ
れ
に
道
具
が
変
わ

れ
ば
お
点
前
も
変
わ

り
ま
す
。
 

だ
か
ら
こ
れ
ら
を
身

に
付
け
る

の
に
大
変
で
し
た
。
 

そ
れ
を
発
揮
で
き
る
よ
い
機

会
が
金
中
祭
で

し
た
。
後
輩
た

ち
も
金
中
祭

に
向
け
て
お
そ

く

ま
で
残
っ
て
練
習
し
ま
し
た
。
 

金
中
祭
当
日
は
た
く
さ
ん
の

父
母
の
人
達
、
生
徒
も
男
女
問

わ
ず
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私

た
ち
は
休
む
暇
も
な
く
次
か
ら

次

へ
と
席
を
設
け
お
茶
を
差
し

上
げ
ま
し
た
。
お
茶
を
頂
い
た

父
母
や
生
徒
の
み
な

さ
ん
は
ロ

々
に
 
「お
い
し
か
っ
た
」
 
と
か
 

「上
手
に
お
点
前
で
き
ま
し
た

ね
」
 
とか
 
「本
当

に
来
て
よ
か

っ
た
来
年
も
ま
た
来
た
い
」
等

々
言
っ
て
く
れ
た
の
で
私
た
ち

の
疲
れ
も
忘
れ
る
ほ
ど

の
良
い
 
 

言
葉
を
か
け
て
く
れ
、
私
達
茶

道
部
は
と

て
も
う
れ
し
く
て
、
 

お
い
し

い
お
茶
を
差
し
上
げ
る

た
め
、
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
 

こ
の
お
茶
会
を
通
し
て
、
た

く
さ
ん
の
人

達
と
接
し
、

茶
道

に
対
す
る
父
母
の
気
持
ち
を

知

る
こ
と
が
で
き
、
茶
道
部
で
活

動
し
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
の
だ

と
し
み
じ
み
と
実
感
し
ま
し
た
。
 

こ
ん
な
に
喜
ん
で
く
れ
た
父
母

や
、
生
徒
の

こ
と
を
考
え
茶
道

部
は
こ
れ
か
ら
も
継
続
さ
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

私
は
三
年
生
で
金
中
祭
は
終

わ
り
で
す
が
、
後
輩
た
ち
は
練

習
の
好
き
な
が
ん
ば
り
屋
な
の

で
部
を
守
っ
て
今
年
以
上

に
成

功
す
る
だ

ろ
う
と
安
心
し

て
い

ま
す
。
 

練
習
は
厳
し

く
、
覚
え
ら
れ

な
く
て
大
変
な
時
も
あ
り
ま
し

た
が
、
小
人
数
な
の
で
心
に
残

る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
 

充
実
し
た
部
活
動
で
本
当
に

よ
か
っ
た
で
す
。
 

金
木
中
学
校
 
茶
道

部
 

部
長
 
小
野
咲
美
 
 

未
満
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

☆
国
民
年
金
の
独
自
給
付
 

●

寡
婦
年
金
 

国
民
年
金
の
期
間

（
保
険
料

を
納
め
た
期
間
と
免
除
さ
れ
た

期
間
）
だ
け
で
二
十
五
年
以
上

あ
る
夫
が
年
金
を
受
け
な
い
で

死
亡
し
た
と
き
、
妻
に
六
十
歳

か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
間
支
給

さ
れ
ま
す
。
 

●

死
亡
一
時
金
 

保
険
料
を
納
め
た
期
間
が

三
 

近
年
、
少
女
の
非
行
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は

女
子
中
学
生
の
非
行
の
事

例
を

基
に
、
少
年
が
非
行
に
至
る
背

景
や
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
取

扱
い
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
 

非
行
の
原
因

は
、
 一
概
に
説

明
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
 

家
族
関
係
、
友
人
関
係
、
本
人

の
性
格
的
な
問
題
、
学
校
の
問

題
な
ど
様
々
な
要
素
が
複
雑
に

絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
 

女
子
非
行

の
特
徴
と
し

て
、
性

の
問
題
と
結
び
付
く
こ
と
が
多

か
っ
た
り
、
非
行
の
進

み
方
が

速
か
っ
た
り
し
ま
す
。

こ
の
よ

う
な
複
雑
な
様
相
を
示
す
非
行
 
 

年
以
上
あ
る
人
が
、
な
ん
の
年

金
も
受
け
ず

に
死
亡
し
た
と
き
、
 

遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

基
礎
年
金
の
給
付

費
は
み
な

さ
ん
が
納
付
し

た
保
険
料
を
充

て
る
ほ
か
、
国
が
年
金
額
の
三

分
の
ー
を
負
担
し

て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
年
金
額
は
物
価
上
昇

に
合
わ
せ
て
ス
ラ
イ
ド
し
て
い

き
ま
す
の
で
、

目
減
り
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

に
対
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
、
適
切
な
手
当
を
し
、

少
年

が
立
ち
直
る
機
会
を
与
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
、
家
庭
裁
判
所
は
、
心
理
学
、
 

社
会
学
、
教
育
学
な
ど
の
人
間

関
係
諸
科
学

の
知
識
を
用
い
て

少
年
が
非
行
に
至
っ
た
原
因
や

そ
れ
を
取
り
巻
く
背
景
な
ど
を

調
査
し
、
少
年
の
更
生
に
必
要

な
種

々
の
措
置
を
講
じ

て
い
ま

す
。
ま
た
、
少
年
の
保
護
者
や

学
校
と
か
、
保
護
処
分
を
実
施

す
る
他

の
機
関
と
も
密
接
に
連

絡
を
取
っ

て
、
少
年
が
立
ち
直

り
や
す
い
条
件
作

り
や
環
境
作

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

⑤ 金木だよりI「川川III川liii,ー・ 

女
子
非
行
と
 

家
庭
裁
判
所
の
役
割
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